
  平成２３年度 富士見町立富士見中学校の教育理念と学校教育目標 
 

○教育理念 

『知的好奇心を持ち、自らの夢に挑戦することができる生徒』の育成 

     

○学校教育目標 

 

 

 

 

 

 

                                                                                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「かけがいのない私、かけがえのないあなた」を自覚する、いじめ・

差別を許さない取り組みと社会参加への意欲を高める人権教育 

・友情を深め、心身の健全な発達を図る、地域に根ざしたボランテ

ィア活動や社会人としての基礎を培う生徒会活動 

・富士見町らしさの地産地消を生かした給食・食育 

・心身の健康保持のため体力増進、安全・性教育の充実  

・「場を清め、礼を正し、時を守る」活力ある健全な部活動…… 等 

・確かな基礎力、応用力をつける数学、英語、理科の少人

数・複数教師による学習指導 

・全教科、領域で、できたこと、分かったことを自分の言

葉で表現したりプレゼンテ－ションしたりすることがで

きる、読解力・表現力・判断力を重視した授業の工夫 

・つける力を明確にしたカリキュラム作成と、自己の伸び

と課題が分かる通知表の工夫（到達点が見える、自己の

成果が分かる評価の工夫） 

・予復習の方法や評価を明確にした家庭学習の充実   

…… 等 

 

・「富士見町から、私たちの未来につながる生命共存に向け

た提言」ができる町の自然・歴史・文化・治山治水、産

業等を生かしきる総合、体験学習の充実 

・地域の人的・物的資源に触れる職業体験や、大学(含む専

門学校)訪問等を通して、将来、社会人、職業人として自

立できる勤労観、職業観を育てる教育（キャリア教育）

の実践 

・「読書は脳力トレ－ニング」日本一の町図書館と連携した

読書活動の充実（朝読書、読み聞かせ等） 

・歌声が響く学校、汗を流して校舎を磨く、清掃活動の根

付く学校…… 等 

 

◎富士見町の自然・社会環境にかかわる問いを、地域の教育力を活用して協働追究を 

教科、総合的な学習の時間、道徳、特別活動、行事等において富士見町を窓口にして、世界の未来へつながる生命共存に関わる問題を

据え、関係の各機関、協力者等との協働による実践的（体験的）な活動を行い、地域に提言、還元する。 

◎能力を引き出す基本的な生活習慣の確立を、家庭・地域と共に 

  「早寝、早起き、朝ごはん」と共に「読書、手伝い、片付け、家庭学習」で、基本的な生活習慣の確立を図り、一人一人の能力・よさ

を引き出す。 

◎「当たり前のことを根気強く積み重ねる」地域・学校風土の確立を 

・「きまり、ル－ルは守ってあたりまえ」じっくり考え、安心して活動できる地域、学校。 

・「いつも気をつけている言葉づかい」相手意識を持って、人権感覚と言葉の活用力を磨く。 

「信頼し信じ合える人間関係を築き上げることが

できる」 

つながりを深める人間性 

「知的好奇心にかられ、基礎基本の

確実な定着と伸びる力を更に伸ば

すことができる」 

可能性を引き出す知性 

「自らの可能性を探り、その可能性

に向かって挑戦することができる」 

明日を切り拓く感性 

家庭・地域と共に 


